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熱
烈
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
！
本
当
の
「
家
族
」
と
し
て
過
ご
し
、
帰
国
直
前
に
は
思
い

出
に
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で「
い
つ
で
も
帰
っ
て
き
て
。

タ
イ
キ
の
た
め
に
ド
ア
を
あ
け
る
よ
」
と
皆
か
ら
言
わ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
貰
っ
た
時
は
、

嬉
し
さ
と
寂
し
さ
で
半
泣
き
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
く
研
修
で
き
た
の
は
、
暖
か
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
お
か
げ
で
す
。
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英
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
、
学
校
で
の
会
話
な
ど
ア
メ

リ
カ
に
い
る
全
て
の
時
間
が
い
い
勉
強
で
し
た
。
文
化
や
生
活
・
言
葉
の
違
い
な
ど
大
変
な

事
も
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
一
緒
に
行
っ
た
友
達
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

将
来
、
絶
対
に
も
う
一
度
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
に
行
き
ま
す
！ 

　

僕
に
こ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
親
と
当
別
町
に

と
て
も
感
謝
し
ま
す
。
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最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
帰
る
頃
に
は
帰
り
た
く
な

く
な
り
ま
す
。
滞
在
中
は
、
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
事

を
学
び
ま
す
が
、
日
本
の
事
も
学
べ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
お
客
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
」
風
に
生
活
し
て
、
積
極
的

に
自
分
か
ら
動
く
と
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

迷
っ
て
い
る
人
は
ゼ
ッ
タ
イ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
！

   
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
す
。
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ア
メ
リ
カ
で
は
と
て
も
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
す
。
大

き
い
ツ
リ
ー
や
広
い
前
庭
と
家
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

夜
は
と
て
も
キ
レ
イ
で
す
。
イ
ヴ
の
夜
に
は
友
達
が
集

ま
り
、
歌
い
な
が
ら
近
所
を
回
り
、
派
手
な
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
い
ま
す
。
仕
上
げ
は
す
ご
い
量
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
。　
「
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス
っ
て
す
ご
い

な
！
」
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
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到
着
し
て
す
ぐ
は
大
変
で
し
た
が
、
た
ど
た
ど
し
く
辞

書
を
引
き
、
引
い
て
も
ら
い
な
が
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
会
話
す
る
う
ち
に
、
数
日
間
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
成
長
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
単
語

で
理
解
し
て
い
た
も
の
が
、「
会
話
」
の
意
味
を
理
解
で
き
る
様
に
な
る
と
、
会
話
と
笑
い
の

数
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
帰
国
直
前
に
は
、
急
に
話
し
か
け
ら
れ
て
も
大
体
は
聞
き
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

英
語
が
「
わ
か
る
」
そ
の
喜
び
は
最
高
で
し
た
。
そ
の
喜
び
が
あ
っ
て
こ
そ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
だ
と
、
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。
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高
校
生
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
当
別
町
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
企
画
は
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
れ
ば
、
た
ぶ
ん
人
生
観
が
変
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
興
味
関
心

が
強
く
な
っ
て
英
語
を
勉
強
す
る
意
欲
も
沸
く
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　
　

興
味
が
あ
る
人
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
何
と
か
な
り
ま
す
。
役
場
で
書
類
を
も
ら
っ
て

応
募
だ
ー
。
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〜
平
成　

年　

月　

日
〜
平
成　

年
1
月　

日
（　

日
間
）

16

12

23

17

11

20

�
�
�
�
〜
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外

�
�
�
�
〜 
吉
嶺
大
樹 
く
ん　

よ
し
み
ね
た
い
き

 
伊
藤
龍
比
古 
く
ん
（
共
に
高
校
１
年
生
）

い

と

う

た

つ

ひ

こ
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次
回
は
、
あ
な
た
が
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。

募
集
は
９
月
頃
を
予
定
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　

企
画
課
企
画
振
興
係
（�
2
3
―
3
0
4
2
）
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　総合体育館のトレーニングルームは、
利用者も少なく、暗い印象です。

　提案ですが、BGMを流してはどうでしょう
か。スポーツと音楽は、切っても切れないもの
だと思います。
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　以前に、総合体育館でもBGMを館内放
送した時期もありましたが、予想に反して

多くの苦情が寄せられ中止した経緯があります。
　しかし、私たちが日頃何気なく耳にするその場に合った
BGMは、快適さや魅力を倍増するなど実に様々な効果をも
たらすものと考えます。
　近年は癒しと安らぎを求める時代でもあり、総
合体育館でもどのようなBGMがマッチするのか、
それ以外にも利用者に対するサービスはできな
いかなど考えていきたいと思っています。　　
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　当別のふくろうに可愛い愛称をつけ、
キャラクターを作ってはどうでしょう

か。「着ぐるみ」を何組か作り、イベントに貸し
出したりすると、子供やお年寄りに受け入れら
れるような気がします。看板やごみ箱に使って
も良いと思います。

��

　町の中では、シャッターにふくろうの絵
が描かれたり、ふくろうの会が運動して道

民の森に通じる道路が「ふくろう街道」と名付けられるなど
ふくろうが浸透しているように感じます。
　寄せられたご意見も、これらの活動をさらに進める大変楽
しいアイデアだと思います。「ふくろうの着ぐるみ」も、ボラ
ンティア活動のみなさんなどが作り上げ、イベントなどで活
用することが、住民参加のまちづくりを行う上で大切なこと
と考えます。
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　今月の広報には、「町長への手紙」の用紙を入れています。
　いつの時期でも構いませんので、お気付きのことがありま
したら是非ご意見をお寄せください。
　　　����������	
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　毎年2月は入試シーズンで受験生がいる家
庭ではなにかと悩みや心配があるのは昔も今
も同じらしい。
　役場の職員の家庭でも受験生をかかえてい
る人が沢山いる。
　皆んな平然と仕事をしているが子供の合格
が決まった時にはまるで爆発したように喜ん
でいたのを見て、ふっと遠い昔になってし
まった自分の“十五の春”を想い出した。
「青雲の志」などと云う言葉も忘れかけてい
たのにさわやかな記憶がよみがえってきた。
　夕食の時、そんな話になったら、妻が「私
も誰にも話さなかったけど自分の気持の中で
母親の責任みたいなものを感じていたから子
供達が合格した時はホッとしたよ」と云って
いた。
　母は昔、私の妹に札幌の女学校から帰りに
漬物用のキザラを四キロほど買ってきてほし
いと頼んだら文句を云わず持って帰って来た
ことがあった。と、こちらも従順だった娘の
少女時代を懐かしんでいた。
　入試が終ったら卒業式と入学式のシーズン
になりこの時期、正月よりも年が改まった実
感がする。
　今年３月で中小屋中学校が閉校になる。最
も多い時は２４校もあった学校が一つずつなく
なって、ついに９校になり、更にあと１～２年の
間に３つの学校がなくなると思う。
　近年、田舎の学校の方が安全だと思うが少
子化で生徒数が１０人くらいでは仕方がない。
　然し進学する子供の胸は母校の大小にかか
わらず大きくふくらんでいるに違いない。
　又、親にとって学校の卒業式や入学式ほど
心が洗われる時はないと思う。
　例年、卒業式に参列して校長から卒業証書
をいただく我が子の姿を見つめている親は万
感胸に迫っているのが良く判り、春一番の美
しい光景だなあと思う。
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